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車両部品の落失について 

 

１．発見日時  平成２３年１月２０日（木）２０時４０分頃 

 

２．場  所  ＪＲ東海 東京仕業検査車両所 

        （住所：東京都品川区八潮） 

 

３．概  況  ・東京仕業検査車両所にて、７００系Ｃ６編成（１６両編成）の検査中に７号

車Ｎｏ．１台車のモーターに打痕（何かがぶつかった跡）及びモーターの点

検蓋とボルト１本が無くなっていることが発見されました。 

        ・落失した部品について探しておりますが現在発見されておりません。 

 

＜点検蓋＞ 重さ：約３９０ｇ 

大きさ：１７３ｍｍ×８４ｍｍ×３．２ｍｍ、鋼製（パッキン付） 

＜ボルト＞ 重さ：約１０ｇ 

長さ：１６ｍｍ（直径８ｍｍ） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 

４．原  因  ・点検蓋周辺に、打痕が認められることから、点検蓋に何らかの物体がぶつか

り、点検蓋が外れたと考えております。 

・当該の点検蓋は２本のボルトで取り付けられています。打痕部側のボルトは

折れてモーター本体側に残っており、他の１本は点検蓋が片持ち状態になっ

たために風圧・振動等で緩んで落失したものと考えております。 

 

５．そ の 他  ・点検蓋は全般検査、台車検査時にのみ取り外してモーター検査を行いますが、

直近の取り外しての検査は平成２１年８月の台車検査です。 

・現在、念のため、全編成（ＪＲ東海所属１３３編成、ＪＲ西日本所属４０編成）

の点検を実施しております。 
 
 


